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研究実績報告 
 

本研究の目的は、比抵抗と自然電位の観測をすることによって、噴気に伴う地下水や水蒸気の

流動を推定することである。本研究では、比抵抗と自然電位の時間変動から熱水や蒸気の挙動を

推定することを目的としている。 

[比抵抗変動観測] 

間欠泉の10m周辺で人工的に直流電流を注入し、その応答として現れる電場の変動を多点で観

測して比抵抗変動を捕らえる実験を行った。基本的に2極法電極配置である。電位観測点は固定

された全23点である。電位観測は、十分遠方の参照電位電極に対する電位差を100Hzサンプリン

グにて24bitのデータレコーダで計測した。一方電流は十分遠方の電流極は固定し、噴気孔周辺

に5箇所設定し、噴出の2サイクルごとに電流極の位置を移動させた。電流極の1つは、噴出孔の

ケーシングパイプそのものである。電位と電流の振幅比を求めて、電極間の距離を考慮すること

によって、見掛比抵抗の時系列を各電極ごとに求めた。 

噴気孔の外側に電流極がある場合には、見掛比抵抗は、噴出の数十秒前から増加し始め、噴出

中に最大値をとり、噴出終了とともにほぼもとの噴出前の見掛比抵抗に戻る。噴出時の比抵抗の

増大はおよそ数%程度になる。噴出時の見掛比抵抗の上昇は、電流極からみて、噴気孔の裏側に

ピークを持つ。これに対して、噴気孔そのものに電流を流す場合には、噴気に伴う見掛比抵抗変

動が逆に減少し、その変動の中心は噴気孔の左下に広がる。 

 

[数値モデルによる考察] 

以上の観測結果は、数値計算を通じて解析されるべきであり、特に、噴気孔の金属パイプの影

響についても考慮する必要がある。そこで、有限要素法プログラムを作成した。 

観測データを説明する地下構造の変化を考察した。第１近似として地下構造を10 mの一様大

地と、10cm x10cm x5mの金属棒（比抵抗10-８ m）を噴気孔のケーシングとから成るとする。さ

らに、熱水で満たされた熱水だまりの比抵抗を2 m、空になった熱水だまりの比抵抗を無限大と

仮定する。1回の噴出によって排出される流体の体積は0.6 程度（平林私信）になるので、ここ

では熱水だまりを仮に1m3の立方体で近似することとした。熱水だまりの比抵抗が∞ m（空洞）

から2 m（熱水が詰まった状態）に変動することによって、地表で観測される見掛比抵抗の変動

を説明できるような最適なブロックの位置を順計算で探索した。異常体を噴出孔の直下で地下2m

程度に埋めた場合にもっともよく観測データを説明できる。このことは、噴出と同時に、噴出孔

の下2m程度に熱水が急上昇することを意味している。 


